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部　門　　募集内容等

園児・児童・生徒部門

締切り

日　時 場　所 締切り

富士河口湖町　第１回文化祭　＝出店作品大募集＝富士河口湖町　第１回文化祭　＝出店作品大募集＝富士河口湖町　第１回文化祭　＝出店作品大募集＝

　美術の部　　  　題は自由、1人1点、10号以内

　写真の部　　  　題は自由、1人1点、4つ切以上

　文芸の部　　  　題は自由、短歌・俳句・川柳は1人２首（句）以内。

　　　　　　　  　随筆・詩は原稿用紙２枚程度で１人１編

　書道の部　　  　書体は自由、１人１点、半切以下、表装又は仮巻きのこと

　手芸の部　　  　ローケツ染め、刺繍、編み物、リボンフラワー、粘土、木目込人形、

　　　　　　　  　パッチワーク等、１人１点

　工芸の部　　　  陶芸、木彫、竹細工等の工芸、染色等

　拓本、写経の部　題は自由、１人１点

　華道の部　　  　生花、投入花、盛花ｌ、１人１点

　芸能の部　　  　芸能一般（１１月３日実施）

　美術の部　　　題は自由、８つ切、縦横自由、画材自由（額縁なし、平面に限る）

　書道の部　　　園児・児童は楷書、中学生は行書、１人１点、半紙縦書き、作品に学校名、学年、氏名記入

　文芸の部　　　１０月１９日（火）までに中央公民館へ

　その他の部門　１０月２６日（火）～２８日（木） 勝山ふれあいセンターへ搬入して下さい。

　　　　時間は、いづれも午前10時から午後４時までとする。

　美術の部　　  　題は自由、1人1点、10号以内

　写真の部　　  　題は自由、1人1点、4つ切以上

　文芸の部　　  　題は自由、短歌・俳句・川柳は1人２首（句）以内。

　　　　　　　  　随筆・詩は原稿用紙２枚程度で１人１編

　書道の部　　  　書体は自由、１人１点、半切以下、表装又は仮巻きのこと

　手芸の部　　  　ローケツ染め、刺繍、編み物、リボンフラワー、粘土、木目込人形、

　　　　　　　  　パッチワーク等、１人１点

　工芸の部　　　  陶芸、木彫、竹細工等の工芸、染色等、１人１点

　拓本、写経の部　題は自由、１人１点

　華道の部　　  　生花、投入花、盛花、１人１点

　芸能の部　　  　芸能一般（１１月３日実施）

　美術の部　　　題は自由、８つ切、縦横自由、画材自由（額縁なし、平面に限る）

　書道の部　　　園児・児童は楷書、中学生は行書、１人１点、半紙縦書き、作品に学校名、学年、氏名記入

　文芸の部　　　１０月１９日（火）までに中央公民館へ

　その他の部門　１０月２６日（火）～２８日（木） 勝山ふれあいセンターへ搬入して下さい。

　　　　時間は、いづれも午前10時から午後４時までとする。

　　ピアフ：李　麗仙
　　　　　　　　劇団状況劇場（赤テント）を唐十郎と

　　　　　　　　設立し、その看板女優として１９７０

　　　　　　　　～８０年代を華々しく駆け抜けた個

　　　　　　　　性派女優。

　　　　　　　　現在も、舞台を中心にテレビ・映画等

　　　　　　　　で活躍しています。

　　　　　　　　第１１回紀伊国屋演劇賞受賞。

　　マルセル：建蔵
　　　　　　　　ＮＨＫ少年ドラマ「蜃気楼博士」で主

　　　　　　　　演デビュ－。

　　　　　　　　自ら数々の舞台をプロデュ－スする

　　　　　　　　傍ら、ドラマ・映画にも出演。

期　日：平成１６年１０月９日（土）

会　場：さくやホ－ル（勝山小学校東側）

開　場：午後４時３０分

開　演：午後５時

料　金：３，０００円（全席自由）

主　催：不二の会

問合先：２２－１０７４（担当：加々美）

「愛の讃歌～エディット・ピアフ愛の手紙」公演のお知らせ「愛の讃歌～エディット・ピアフ愛の手紙」公演のお知らせ

李　麗仙李　麗仙

●河口湖ステラシアタ－

●河口湖ショッピングセンタ－ベル

●勝山ふれあいセンタ－

チケット販売所

出
　
演

(学校、保育所等を通じて募集します。)

文化祭お祭り広場 出店団体募集文化祭お祭り広場 出店団体募集文化祭お祭り広場 出店団体募集
11月3日（祝）午前10時～午後3時　　　　　　勝山ふれあいドーム　　　　　　9月27日（月）
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健
康
科
学
大
学
最
初
の
文
化
祭
に

町
民
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

健
康
科
学
大
学
最
初
の
文
化
祭
に

町
民
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　
2
0
0
3
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
2
年
目
を
迎
え
た
今
年
、

健
康
科
学
大
学
に
と
っ
て
最
初
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
文
化
祭
『
蒼

麓
祭
（
そ
う
ろ
く
さ
い
）
』
を
10
月
2
日
・
3
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
主
な
内
容
と
し
て
、
理
学
療
法
学
科
、
作
業
療
法
学
科
、
福
祉
心
理

学
科
に
よ
る
体
験
を
通
し
て
の
学
科
の
紹
介
や
、
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
色

と
り
ど
り
の
模
擬
店
を
出
店
し
ま
す
。
ま
た
、
富
士
河
口
湖
町
在
住
の

渡
辺
玉
枝
さ
ん
を
お
招
き
し
て
『
健
康
に
つ
い
て
の
講
演
会
』
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
記
念
す
べ
き
第
1
回
目
の
テ
ー
マ
は
、
『L

e
t
s

　b
e
g
i
n
(

レ
ッ
ツ
、

ビ
ギ
ン:

さ
あ
　
は
じ
め
よ
う)

』
今
の
私
た
ち
に
と
て
も
ふ
さ
わ
し
い

テ
ー
マ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
１
・
2
学
年
し
か
揃
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
学
生
同
士
、
先
生
と
学
生
な
ど
、
交
流
の
機
会

も
多
々
あ
り
大
学
内
は
わ
き
あ
い
あ
い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
私
た
ち
で
す
が
、
こ
の
蒼
麓
祭
は
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
健
康

科
学
大
学
を
、
み
な
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
け
る
第
一
歩
と
し
て
よ
い
機

会
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
蒼
麓
祭
で
、
私
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
大
学
ま

で
足
を
お
運
び
く
だ
さ
る
こ
と
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　10時～17時

　　　　★模擬店（やきとり、流しソーメン、鍋料理、フリーマーケットなど15出店）

　　　　★各学科による催し（体験コーナー、展示等）

　14時～16時

　　　　★講演会　　講師：渡辺玉枝氏（登山家）

　　　　　　　　　　　エベレストの女性最高齢登頂記録を持ち、富士河口湖町の特別町民

　　　　　　　　　　　でもある氏に、登山を通じての健康に関するお話をして頂きます。

　◆大ホール◆

　　10時～11時　オープニング、教員による催しなど

　　11時～11時30分　吹奏楽演奏

　　13時30分～14時　富士桜太鼓

　　14時～17時　カラオケ大会、未成年の主張、学科対抗戦

　◆小ホール◆

　　10時20分～12時30分　バンド演奏

　　15時～18時　バンド演奏

　サッカー公開試合　13時30分～15時20分（場所：町民グランド）

10月2日（土曜日）場所：健康科学大学

10月3日（日曜日）場所：ステラシアター

＝日程と催事内容＝
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富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

絶滅危惧種ミヤマシジミの保護のための基礎研究

富士の自然遺産　シリーズで山梨日日新聞に掲載されました

　今年も、絶滅危惧草原性チョウ類である近縁の３種（アサマシジミ・ヒメシジミ・ミヤマシジミ）の生態調査を継続し、５

月と７月にはアース・ウォッチ・ボランティアの方々のご協力も得て、大きな成果があがってきています。その中でも、特に

力を入れているのが、最も生息範囲が狭くなってきていて、富士山麓から絶滅するのも時間の問題ともいわれているミヤマシ

ジミです。

　昨年８月から昭和大学萩原康夫先生と共同で調査をはじめましたが、１０月までの調査

で、ある決まったクロオオアリが、ほとんどの時間同じ幼虫につきっきりでめんどうをみ

ていること、蛹（さなぎ）になる時も一緒に移動し蛹の部屋をつくってやること、蛹の間

も交代でめんどうをみることなどがわかってきました。

　そこで今年は、卵で越冬後の様子をずーっと追いかけてみることにしました。その結果、幼

虫のめんどうをみるのはクロオオアリが多いのですが、場所と時期によって、クロヤマア

リ・トビイロケアリ他数種類のアリも幼虫に集まることがわかりました。また、クロオオ

アリの巣口で蛹になるものが多いのですが、クロヤマアリの巣の中や２例だけですが葉の

上で蛹になったものもみつかりました。今年は、蛹になってからの様子も詳しくビデオカ

メラで撮影することができ、幼虫時代からのクロオオアリの個体とその仲間が、一緒にま

たは交代でめんどうをみることがわかりました。これらのクロオオアリ達は、幼虫や蛹に

近づこうとするテントウムシの幼虫やゴミムシなどを見事に追い払っていました。また、蛹のまわりもつねに掃除していつで

も羽化できるようにしていることなど、「何でここまで世話をするの？」といいたいほど、甲斐甲斐しく面倒をみることがわ

かってきました。

　最近親子での殺人など、いやな報道が多くなってきましたが、このアリ達の生活の様子をみせてあげたいほどです。また、

これだけの成果が挙がっているのも、アリになったつもりの萩原先生とミヤマシジミになったつもりの渡辺とが共生して調査

しているからだと、共生の大切さを痛感しています。絶滅危惧種ミヤマシジミの保護・保全のためにも、幼虫とアリの共生が

鍵になると思っています。

　山梨日日新聞で昨年から始まった「美しい富士山をいつまでも・・・」のシリーズですが、今年は昨年の中川雄三さんから

の御指名で渡辺が担当させていただくことになり、７月７日から８月２３日までの８回にわたって、富士山の自然の素晴らし

さとその保護の重要性を訴える写真と文を掲載していただきました。

　里山帯の草原からはじまり、山地帯の樹海とブナ林、亜高山帯の森林、高山帯の森

林限界、亜高山帯の火山荒原、山地帯の疎林、里山帯の雑木林と、登山道を下から登

って再び違う登山道を下りてきたように想定し、そこで見られる代表的な自然を、写

真と文で紹介したつもりです。ここでは最終回に掲載させていただいた御坂山脈西川

林道からみた富士山の写真を紹介させていただきます。この写真からは、富士山の姿

の流麗さや側火山の多さと同時に、山麓の開発が進んでいることもよくわかります。

さらには、富士山の自然が富士五湖や御坂山脈をはじめとした周辺山地の自然によって支えられていることも教えてくれます。

富士河口湖町をはじめとした富士山麓がいかに豊富な自然環境に恵まれているか、それがどの様に変化しているか、これから

どの様にこれらの自然とつきあっていったら良いかを考えるきっかけになれば幸いです。尚、8月23日分の二千年は二千万で

すので訂正させていただきます。

　このシリーズは山梨日日新聞社のホームページ内の「富士山ＮＥＴ」富士山講座で見ることが出来ますが、浅学薄才な文で

すので、足りないところも多々あると思います。また、他にもこんなものが見られる等のご指摘や情報を頂けると有り難いです。

＜ショート・ニュース＞

★７月２４日の毎日新聞に、２１日に案内した内容が富士山はチョウの宝庫という記事で紹介されました。

★公益信託　増進会自然環境保全研究活動助成基金の2004年度研究助成に、当研究室の「絶滅危惧種ミヤマシジミの保全に 

　関する基礎的研究　－特にアリ類との共生関係から－」が採択されました。

★五合目付近のリスの調査は、夏場人が多すぎまだ発信器を付けられていませんが、９月上旬には何とか出来ればと考えて    

　います　

★イノシシ調査も、８月にはアース・ウォッチ・プロジェクトで東京農工大学丸山先生が中心になり８名のボランティアと

数名の学生で　イノシシ道調査が行われました。テレメトリー調査の方は、ようやく研修を始められました。修士課程の学

生で、これからも地元の方々にお世話になると思いますが宜しくお願いいたします。

【巣口にあった蛹2頭と世話をするアリ】
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女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

　 「
広
げ
よ
う
連
携
・
始
め
よ
う
実
践
」

　
　
　 

 

女
連
協
総
会
第
二
部
「
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
」
か
ら

　
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
で
は
、
「
広
げ
よ
う
連
携
・
始
め
よ
う
実
践
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
女
性
の
視
点
で
町
づ
く
り
へ
参
画
し
て
い
こ
う
と
活
動
を
始
め

て
い
ま
す
。

　
７
月
号
で
は
、
女
連
協
の
設
立
総
会
、
８
月
号
で
は
、
町
の
現
状
（
ゴ
ミ
処

理
等
）
の
学
習
会
と
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
視
察
研
修
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今

月
号
で
は
、
設
立
総
会
の
後
の
第
二
部
「
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
」
で
問
題
提
起
し

て
く
だ
さ
っ
た
望
月
幸
子
さ
ん
の
報
告
か
ら
、
総
会
の
様
子
と
当
日
の
意
見
や

提
案
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
に
寄
せ
て
　
　
　
問
題
提
起
者
　
望
月
幸
子

　
第
一
回
女
連
協
総
会
は
、
町
内
各
地
か
ら
多
く
の
仲
間
が
集
い
、
気
持
ち
も

新
た
に
い
き
い
き
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
に
お
迎
え
し
た
、
小
佐
野
町
長
、
倉
沢
町
議
会
議
長
、
宮
下
教
育
長
の

皆
さ
ま
に
は
合
併
後
の
町
づ
く
り
政
策
を
始
め
、
議
会
の
機
能
、
心
の
教
育
等

々
詳
細
に
語
っ
て
い
た
だ
き
、
出
席
者
一

同
し
っ
か
り
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
機
会
に
、
わ
が
町
を
正
し
く

認
識
し
、
こ
れ
か
ら
の
女
連
協
の
あ
り
方

を
考
え
、
何
を
ど
の
よ
う
に
実
践
す
る
か

を
真
剣
に
話
し
合
え
た
こ
と
は
大
変
意
義

の
あ
る
こ
と
で
し
た
。
今
回
決
め
た
こ
と

は
必
ず
実
行
に
移
し
、
女
性
団
体
の
底
力

を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。

　
間
も
な
く
開
設
さ
れ
る
「
女
性
交
流
セ

ン
タ
ー
」
が
女
性
の
自
立
や
実
践
活
動
の

拠
点
と
し
て
大
き
い
役
わ
り
を
果
た
す
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
二
部
「
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
」
か
ら

　=

資
源
循
環
型
社
会
へ=

　
広
げ
よ
う
実
践
の
輪

　
女
性
の
視
点
か
ら
あ
ら
た
め
て
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
、
減
量
化
へ
の
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
く
。
ま
ず
は
、
家
庭
で
の
実
践
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
、
会
全
体
へ

と
運
動
を
拡
大
し
て
い
く
。
以
上
の
こ
と
を
確
認
し
あ
い
、
次
の
こ
と
が
提
案

さ
れ
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
生
活
の
無
駄
を
省
く

　
賢
い
消
費
者
と
し
て
、
過
大
ゴ
ミ
の
原
因
と
な
る
む
だ
な
買
い
物
を
改
め
る
。

　
過
大
包
装
の
拒
否
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
励
行
等

②
生
ゴ
ミ
は
土
の
栄
養
源
と
す
る

 

「
ボ
カ
シ
」
愛
好
会
の
拡
大
。
行
政
と
の
連
携
。
生
ゴ
ミ
の
肥
料
で
美
し
い

　
花
を
咲
か
せ
よ
う
。

③
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
で
暖
か
い
支
え
あ
い
を

　
情
報
交
換
、
バ
ザ
ー
開
催
等
で
不
要
品
の
有
効
利
用
を
工
夫
し
、
実
践
し
て
い
く
。

　
子
育
て
支
援
、
お
年
寄
り
の
慰
問
に
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
活
用
し
て
女
性
の
や

　
さ
し
さ
と
器
用
さ
を
町
づ
く
り
へ
い
か
そ
う
。

　
町
女
連
協
で
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
、
美
し
い
環
境
づ
く
り
に
む
け
て
Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
　
９
月
10
日
（
金
）
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

　
　
　
　
　
　
※
町
役
場
か
ら
バ
ス
が
出
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
役
場
駐
車
場
発
�
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
�
西
湖
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
：
00
）
　
　
　
（
13
：
05
）
　
　
　 

 

（
13
：
20
）

■
と
こ
ろ
　
　
西
湖
公
民
館

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
（
℡
７
２-

６
０
５
３
）

　
＊
お
申
込
み
の
際
バ
ス
利
用
者
に
つ
い
て
は
乗
車
場
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
：
Ｅ
Ｍ
で
有
機
物
資
材
を
発
酵
さ
せ
た
も
の
で
正
式
に
は
Ｅ
Ｍ
発
酵

資
材
と
い
い
、
通
称
「
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
本
来
「
ボ
カ
シ
肥
」
と

は
、
農
業
や
園
芸
分
野
で
使
わ
れ
て
い
る
用
語
で
、
油
か
す
や
米
ぬ
か
な
ど
の
有

機
質
肥
料
に
山
土
や
粘
土
、
も
み
が
ら
を
混
ぜ
て
発
酵
さ
せ
た
肥
料
の
こ
と
を
い

う
。
土
や
も
み
が
ら
な
ど
で
肥
料
分
を
薄
め
、
さ
ら
に
発
酵
さ
せ
て
ぼ
か
す
と
こ

ろ
か
ら
、
ボ
カ
シ
肥
と
い
わ
れ
て
お
り
、
濃
度
障
害
が
出
に
く
く
安
定
し
た
肥
料

効
果
が
現
れ
る
。
花
づ
く
り
や
、
家
庭
菜
園
に
も
最
適
な
肥
料
づ
く
り
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
？

E
M
ボ
カ
シ
（
E
M
発
酵
資
材
）
づ
く
り
教
室

お
さ
そ
い



広
報
富
士
河
口
湖

　
１８

■
日
　
時
　
９
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
　
所
　
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
運
動
場

　
　
（
雨
天
の
場
合
は
ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学
校
体
育
館
）

■
内
　
容
　
養
護
学
校
、
福
祉
施
設
（
作
業
所
）
、
福
祉
関

　
係
団
体
、
地
域
住
民
等
に
よ
る
演
技
・
演
奏
等
の
発
表
、

　
作
品
の
展
示
・
即
売
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
模
擬
店
、
フ

　
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
お
楽
し
み
抽
選
会

■
日
　
時
　
９
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

■
会
　
場
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　
飲
食
・
体
験
・
実
演
コ
ー
ナ
ー
、
子
供
わ

　
　
　
　
　
く
わ
く
広
場
、
高
原
野
菜
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ

　
　
　
　
　
ー
ナ
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
企
画
展
（
織

　
　
　
　
　
の
あ
る
く
ら
し
展
）
、
大
道
芸
、
郷
土
芸
能

●
問
合
先
　
第
12
回
マ
ウ
ン
ト
富
士
産
業
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
実
行
委
員
会
（
２
４
‐
４
４
０
６
）

■
日
　
時
　
９
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
　
所
　
富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園

■
内
　
容
　
学
園
紹
介
、
模
擬
店
、
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
の
出
店
、
子
供
広
場
、
そ
の
他
の
催
し
物

●
問
合
先
　
富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園
（
２
３-

５
１
５
５
）

■
日
　
時
　
10
月
２
日
（
土
）
開
演
　
午
後
２
時
　

■
会
　
場
　
都
留
市
文
化
ホ
ー
ル
（
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
）

■
講
　
師
　
嶌
　
信
彦
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

■
演
　
題
　
「
女
性
が
引
っ
ぱ
る
消
費
と
社
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
‐
人
と
企
業
と
地
域
‐

■
主
　
催
　
富
士
急
行
株
式
会
社
・
財
団
法
人
堀
内
浩
庵
会

■
入
場
料
等
　
無
料
で
、
先
着
３
０
０
名
に
入
場
整
理

　
券
を
送
付
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先
　
富
士
急
行
経
済
講
演
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
‐
７
１
１
１
）

■
日
　
時
　
10
月
11
日
（
月
）
体
育
の
日

■
会
　
場
　
富
士
北
麓
公
園
・
陸
上
競
技
場

■
種
　
目
　
フ
ッ
ト
サ
ル

■
参
加
資
格
　
県
内
在
住
者
で
、
男
性
は
16
歳
以
上
、

　
　
　
　
　
　
女
性
は
中
学
生
以
上

■
チ
ー
ム
編
成
　
５
～
７
人
（
競
技
は
５
人
）
で
男
性

　
　
　
　
　
　
　
部
門
（
男
女
混
合
可
）
と
女
性
部
門

■
募
集
チ
ー
ム
数
　
48
チ
ー
ム
（
男
子
32
、
女
性
16
）

■
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
　
３
０
０
０
円

■
申
込
み
　
所
定
の
申
込
み
用
紙
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
富
士

　
　
　
　
　
北
麓
公
園
へ
直
接
申
し
込
む

■
申
込
期
間
　
９
月
21
日
～
10
月
１
日
、
午
後
５
時
ま
で

●
申
込
・
問
合
先
　
山
梨
県
県
民
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団

　
　
　
「F

U
T
S
A
L

　H
O
K
U
R
O
K
U

　2
0
0
4

」
係

　
　
　
　
　
℡ 

24
‐
3
6
5
1
　f

a
x
 

24
‐
3
3
6
8

■
日
　
時
　
11
月
７
日
（
日
）
※
雨
天
時
は
体
育
館
内

　
　
　
　
　
受
　
付
　
午
前
９
時
～
９
時
20
分
　

　
　
　
　
　
競
　
技
　
９
時
30
分
～
12
時
30
分

■
会
　
場
　
富
士
北
麓
公
園
・
陸
上
競
技
場
・
野
球
場

　
　
　
　
　 

及
び
園
内

■
参
加
対
象
　
１
グ
ル
ー
プ
４
名

　
ク
ラ
ス
Ａ 

家
族
グ
ル
ー
プ
（
必
ず
成
人
１
名
入
れ
る
）

　
ク
ラ
ス
Ｂ 

小
学
生
グ
ル
ー
プ(

中
学
生
は
大
人
と
す
る)

■
募
集
数
　
先
着
２
０
０
組

■
参
加
料
　
無
料

■
申
込
み
　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
に
て
申
し
込

　
む
か
、
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所
窓
口
へ
直
接
申

　
し
込
む
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
用
紙
を
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
に
添
付
す
る
。

■
申
込
期
間
　
10
月
１
日
～
10
月
27
日
、
午
後
５
時
ま
で

●
申
込
・
問
合
先
　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
０
０
０

　
　
　
　
　
℡ 

24
‐
3
6
5
1
　f

a
x
 

24
‐
3
3
6
8

　
　
　
　
　
　
　
　 

w
w
w
.
m
f
i
.
o
r
.
j
p
/
h
o
k
u
r
o
k
u
/

　
賞
金
は
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
２
億
円
！

　
当
た
り
実
感
の
あ
る
小
額
賞
金
も
豊
富
！

◆
発
売
期
間
　
９
月
27
日
（
月
）
～
10
月
12
日
（
火
）

◆
抽
せ
ん
日
　
10
月
15
日
（
金
）

＊
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
い
街
づ

　
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の

　
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
管
内
個
人
事
業
者
を
対
象
に
、
改
正
消
費
税
個
別
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
　
時
　
10
月
21
日
（
木
）・
10
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

◆
会
　
場
　
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館
２
階

◆
内
　
容 

・
消
費
税
に
つ
い
て
（
届
出
書
等
含
む
）

　
　
　
　
　
・
記
帳
に
つ
い
て
・
青
色
申
告
特
別
控
除
な
ど

＊
他
会
場
で
も
相
談
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し 

 

　
く
は
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

第
９
回
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り

ヤ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

大
月
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

北
麓
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
チ
ー
ム

ツ
キ
を
つ
か
め
！
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
！

　
　
　
＝
市
町
村
振
興
宝
く
じ
＝

富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
祭
学
園
祭
の
お
知
ら
せ

第
14
回
富
士
急
経
済
講
演
会

地
場
産
業
ま
つ
り
（
マ
ウ
ン
ト
富
士
産
業
フ
ェ
ア
）



広
報
富
士
河
口
湖

　
１９

●
問
合
せ
　
大
月
税
務
署
個
人
課
税
１
部
門
指
導
担
当

　
　
　
　
　
　
電
話
　
０
５
５
４
（
２
２
）
３
１
５
３

■
９
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
ぴ
ゅ
あ
富
士
（
都
留
市
中
央
）
※
予
約
制

■
10
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
富
士
吉
田
市
民
会
館
　
※
予
約
不
要

●
問
合
先
　
山
梨
県
青
司
協
・
都
留
事
務
局(

篠
田)

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４
‐
４
５
‐
１
９
６
５

■
日
　
時
　
10
月
25
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
第
２
会
議
室

■
対
応
者
　
中
島
大
督
弁
護
士
（
山
梨
県
弁
護
士
会
）

■
定
　
員
　
６
名
（
１
名
相
談
時
間
30
分
）

■
申
込
み
　
10
月
12
日
（
火
）
午
前
9
時
か
ら
受
付
　

　
　
　
　 

　
け
ま
す
（
先
着
6
名
）

●
申
込
先
　
町
役
場
企
画
課
（
７
２
‐
１
１
２
９
）

　
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動
を
、
よ
り

大
き
く
広
げ
て
い
く
大
会
で
す
。

◆
日
　
時
　
９
月
17
日
（
金
）
午
後
１
時
～
５
時

◆
会
　
場
　
県
民
文
化
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

◆
テ
ー
マ
　
健
康
長
寿
の
輪
　
富
士
の
国
や
ま
な
し
か

　
　
　
　
　 

ら
広
げ
ま
す

●
問
合
せ
　
県
健
康
増
進
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
℡ 

0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
4
9
3

　
　
　
　
　
　
　
　f

a
x

0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
4
9
9

■
日
　
時
　
９
月
22
日
（
水
）
（
雨
天
時
は
28
日
（
火
） 

■
コ
ー
ス
等
概
略

　
ス
タ
ー
ト
　
午
前
９
時
、
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
↓

産
業
道
路
↓
富
士
レ
イ
ク
サ
イ
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

↓
緑
の
休
暇
村
↓
氷
穴
↓
野
鳥
の
森
公
園
↓
西
湖
北
岸

↓
西
浜
↓
勝
山
↓
船
津
↓
河
高
（
男
女
と
も
3
7.
５
ｋ
ｍ
） 
 

●
高
校
生
が
「
自
己
の
限
界
に
挑
戦
し
心
身
を
鍛
え
る
」

趣
旨
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
回
で
28
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
車
両
等
の
通
行
に
ご
迷
惑
か

け
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

■
日
　
時
　
９
月
26
日
（
日
）
開
会
式
　
午
前
10
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
試
合
開
始
　
午
前
10
時
30
分

■
場
　
所
　
富
士
河
口
湖
町
民
体
育
館

■
種
　
目
　
幼
年
の
部
、
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、

　
高
校
生
の
部
、
一
般
の
部
、
壮
年
の
部
、
女
子
の
部

■
入
場
料
　
無
料

●
問
合
先
　
極
真
会
館
大
石
道
場

　
　
　
　
　
河
口
湖
本
部
道
場
　
℡
7
3
‐
3
3
5
6

　
各
講
座
と
も
開
講
日
の
２
ヶ
月
前
か
ら
先
着
順

　
　
申
込
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
・
規
定
用
紙
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡ 

0
5
5
4(
43)

8
9
1
1 

　
　
　
　
　
　
　
　
　f

a
x

0
5
5
4(

43)
8
9
1
2

●
パ
ソ
コ
ン
講
座
　
表
計
算
ソ
フ
ト
上
級

●
接
遇
・
対
応
の
た
め
の
英
会
話

●
パ
ソ
コ
ン
講
座
　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
基
礎
か
ら
応
用
）

第
28
回
富
士
河
口
湖
高
等
学
校
樹
海
強
歩
大
会

　
‐
ご
声
援
と
ご
協
力
の
お
願
い
‐

都
留
高
等
技
術
専
門
校 

 

＝
能
力
開
発
講
座
＝

県
知
事
杯 

 

第
４
回
極
真
空
手
山
梨
県
大
会

無
料
法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

第
５
回
健
康
日
本
21
全
国
大
会
＝
本
県
開
催
！
＝
　

＝
無
料
法
律
相
談
会
＝

　
　
　
　
　
　
山
梨
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
消
費
者
金
融
等
、
多
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（
借
金
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
）
の
た
め
の

対象年齢

自己負担金

月　　日 場　所 検診機関 受付時間 申し込み

３０歳～３９歳･･･　視触診・超音波検査（エコー）
４０歳以上　　･･･　視触診・Ｘ線撮影検査（マンモグラフィ）

10月　 8日（金）
　　　22日（金）

10月  27日（水）

11月  19日（金）

　　　24日（水）

　　　29日（月）

12月    3日（金）

　　　  6日（月）

　　　 7日（火）

12月　 8日（水）

１０００円（当日徴収）

勝山ふれあいセンター

甲府市医師会

中央公民館

中央公民館

足和田出張所

ＪＡ山梨厚生連

午後１時３０分～４時

各30分

10人受付

午前８時３０分

から午前１０時
後日お知らせします。

９月１日（水）～１０日（金）

土日を除く

健康推進課まで

電話申し込み

７２－６０３７

尚、施設での視触診検査のみは、今後見直してゆきます。

乳がん検診（乳房Ｘ線撮影・マンモグラフィ車検診）申し込み受付中！申し込み受付中！ ■
日
　
時
　
10
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
12
時
、
午
後
1
時
～
3
時

■
場
　
所
　
富
士
河
口
湖
町
役
場
駐
車
場

あ
た
な
の
優
し
さ
を
わ
け
て
く
だ
さ
い

献
血
に
ご
協
力
願
い
ま
す
！


